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入れると共に,従来行われていなかった観測点直下の表層付近の比抵抗異常 (いわゆる staticshiftや galvanicdistortion)
の補正を行うため,インバージョンの過程で,特に staticshiftの補正を効果的に取り入れる新しいアルゴリズムを開発し
ている｡これにより従来の方法より簡便に staticshift補正を行うことができるようになったと同時に,表層付近の比抵抗
値が既知の場合には,より簡単に補正を含むインバージョンが可能となった｡この手法の開発により,地震活動域の比抵抗
構造の見積もりを今までにない高い分解能で論じることが出来るようになったことは大いに評価される｡
本論文において申請者は,まず跡津川断層周辺の詳細な比抵抗構造を求め,これと地震学的な構造に関する知見とを合わ
せ,断層周辺の地震活動度の特色との関連を詳しく論じている｡ またこのことから定性的ではあるが,深部地下水が微小地
震の発生に関与する一つのモデルを提案している｡ 従来,国内外の多くの研究から,下部地殻の低比抵抗の原因を自由水の
存在によって説明する試みがなされてきたが,本論文のように下部地殻の低比抵抗層と上部地殻の地震活動を結びつけたモ
デルは数少なく,高く評価される｡
申請者は次に,えびの群発地震の震源域は高比抵抗であることを兄いだしているが,このことは従来一つの考え方として
提唱されている,高圧地下水の上昇に伴う群発地震の発生とは調和しない｡高比抵抗はむしろ空隙率の低い,従って含水率
の低い岩石から構造されていると考えざるを得ない｡このことから震源域の岩石の強度はむしろ周りよりも強いことが示唆
され,大きな歪みを蓄積することが可能で,その結果として群発地震が時折発生すると指摘している｡ このように高比抵抗
域と群発地震活動との関連を論じたのは申請者が初めてで地震発生の場の研究-の貢献は高い｡
本論文によって示された,地震活動への地下水の関与については,現段階では定性的にしか論じられていない｡しかしな
がら地震発生に関して注目されている地下水の働きを明らかにする上で,本論文で示された地震発生域の詳細な地殻比抵抗
構造の研究成果は地震発生への重要な制約を与えたものと考えられ高く評価できる｡ 特に高比抵抗域では現時点での微小地
震活動は低いが,その反面大きな地震や群発地震が起きる可能性があることを示唆したことは大きな問題提起である｡
以上を総合して本申請論文は博士 (理学)の学位論文として十分価値あるものと認める｡
なお,平成9年4月9日に,主論文に報告されている研究業績を中心に,これと関連した研究分野について試問した結果,
合格と認めた｡
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